
高知市丸の内
高知県海洋部

発行人 坂東 隆志
編集人 海洋企画課
定 価 無料

第２９号 平成１９年６月２９日号 か つ お 通 信 不定期発行

高知県１漁協合併特集「この人に聞く」！
～No.2 土佐清水市漁協下ノ加江支所長 濵渕久嗣さん～

県
内
の
海
面
漁
協
を
一
つ
に
合
併
す
る
県
１
漁
協
構
想
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
各
漁
協
の
最
終
の
財
務
調
査
が
終
わ
り
、

そ
の
結
果
を
反
映
さ
せ
た
最
新
の
合
併
計
画
案
や
、
県
１
漁
協
が

新
た
に
取
り
組
む
販
売
事
業
の
内
容
な
ど
を
議
論
す
る
組
合
員
と

の
意
見
交
換
会
が
６
月
中
旬
に
始
ま
っ
た
と
こ
れ
で
す
。

県
内
を
一
巡
す
る
意
見
交
換
会
は
今
回
で
３
回
目
で
、
８
月
25

日
に
全
漁
協
で
一
斉
に
開
催
さ
れ
る
合
併
臨
時
総
会
に
向
け
、
こ

の
意
見
交
換
会
が
県
内
65
箇
所
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
県
１
漁
協
合
併
特
集
「こ
の
人
に
聞
く
」の
第
２
回
目
で
、

土
佐
清
水
市
漁
協
下
ノ
加
江
支
所
の
濵
渕
支
所
長
さ
ん
に
、
合
併

に
対
す
る
意
見
や
販
売
の
取
組
み
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

【編集後記】
魚好きの愛息にせがま
れて買った魚の図鑑。さ
かなクンよろしく勉強する
かと思いきや、格好の父
への攻撃材料に。子「お
父さん、キントキダイは何
科か？」父「････」子「そん
なことも知らんが？」母「お
父さんが可愛そうやき聞か
れん」あ～あ、買うんじゃ
なかった！(T_T)

―

下
ノ
加
江
支
所
の
概
要
を
教
え

て
下
さ
い

「下
ノ
加
江
支
所
は
、
旧
下
ノ
加
江

漁
協
が
母
体
で
、
平
成
15
年
の
漁
協

合
併
に
よ
り
土
佐
清
水
市
漁
協
下

ノ
加
江
支
所
と
な
り
ま
し
た
。
主
な

漁
業
種
類
は
、
メ
ジ
カ
曳
縄
、
カ
ツ

オ
曳
縄
、
ハ
モ
縄
等
釣
り
漁
業
が
主

体
で
す
。
職
員
数
は
７
名
、
組
合
員

数
は
約

名
で
、
昨
年
の
水
揚
高
は

２
億
１
千
万
円
。
そ
の
内
の
８
割
が

メ
ジ
カ
に
よ
る
も
の
で
す
。
」

―

最
近
の
漁
模
様
は
ど
う
で
す

か
？

「メ
ジ
カ
は
漁
期
が
遅
れ
、
水
揚
げ

も
低
調
で
す
。
ハ
モ
に
つ
い
て
は
早
い

時
期
か
ら
釣
れ
始
め
た
の
で
、
順
調

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
」

―

濵
渕
さ
ん
の
業
務
内
容
を
教
え

て
下
さ
い
？

「支
所
全
体
を
統
括
し
て
ま
す
が
、

県
１
漁
協
を
推
進
し
ま
し
ょ
う

●
購
買
は
漁
協
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

●
預
金
、
公
共
料
金
は
信
漁
連
へ

「以
前
盛
ん
だ
っ
た
ハ
モ
漁
も
魚
価
の

低
迷
で
釣
り
に
行
く
漁
業
者
が
い
な

く
な
り
10
年
以
上
途
絶
え
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
17
年
か
ら
青
年
部
長
の

発
案
で
再
開
さ
れ
、
以
来
９
隻
が
操

業
し
て
い
ま
す
。
販
売
面
で
は
、
大
阪

の
業
者
を
通
じ
「足
摺
四
万
十
ハ
モ
」

の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
関
西
圏
へ出
荷
を
開

始
し
、
現
在
、
年
間
２
千
万
円
の
出

荷
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
荷
形
態
は
、
漁
協
女
性
部
を

雇
っ
て
開
き
加
工
を
し
て
出
荷
し
て
い

ま
す
が
、
骨
切
り
ま
で
行
え
ば
、
単

価
の
大
幅
増
や
県
内
販
売
が
見
込
め

る
た
め
、
次
年
度
で
の
骨
切
機
の
導

入
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
」

―

土
佐
清
水
市
漁
協
は
清
水
サ
バ
や

足
摺
四
万
十
ハ
モ
な
ど
販
売
事
業
に

も
力
を
入
れ
、
一
定
成
果
も
上
が
っ

て
い
ま
す
が
組
合
員
の
販
売
事
業
へ

の
期
待
は
？

「メ
ジ
カ
だ
け
に
頼
ら
な
い
よ
う
ハ
モ

漁
も
再
開
し
た
訳
で
す
が
、
や
は
り

一
番
漁
獲
の
多
い
メ
ジ
カ
の
値
段
を

何
と
か
し
て
欲
し
い
と
い
う
の
が
一
番

の
声
で
す
。
組
合
経
営
の
面
か
ら
も

足
摺
四
万
十
ハ
モ
の
販
売
を
こ
な
し
た

り
、
メ
ジ
カ
の
冷
凍
保
管
業
務
な
ど
、

日
々
目
の
前
の
仕
事
を
こ
な
す
の
に

手
一
杯
の
状
態
で
す
。
」

―

下
ノ
加
江
の
水
揚
げ
の
８
割
を
占

め
る
メ
ジ
カ
を
取
り
巻
く
状
況
は
？

「メ
ジ
カ
は
主
に
、
土
佐
清
水
市
内
に

約
25
軒
あ
る
節
工
場
で
宗
田
節
に
加

工
さ
れ
ま
す
が
、
漁
獲
量
が
加
工
場

の
処
理
能
力
を
超
え
る
と
、
採
算
が

合
わ
な
い
状
況
と
な
り
沖
止
め
（操
業

中
止
）す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

メ
ジ
カ
の
消
費
増
の
た
め
、
平
成
５

年
に
市
が
中
心
と
な
り
第
３
セ
ク

タ
ー
（株
）土
佐
食
を
立
ち
上
げ
、
姫

カ
ツ
オ
の
生
産
に
乗
り
だ
し
順
調
に
売

り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
大
漁
時
に
は
値
崩
れ
し
て
い
る
状

況
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
ん
。

し
か
し
、
土
佐
食
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
し

て
い
る
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
売
り
上
げ
が

絶
好
調
で
、
第
３
工
場
の
建
設
計
画

も
進
ん
で
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
メ
ジ

カ
の
価
格
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
雇
用

対
策
の
面
か
ら
も
、
非
常
に
期
待
し
て

い
ま
す
。
」

―

足
摺
四
万
十
ハ
モ
の
状
況
は
？

流通改善・販売促進はお任せを！
水産物を売り出したい、一次加工をしたいなどの
相談があれば、まずはお電話下さい。選りすぐりの
スタッフを直ちに急行させ、きっとあなたのお役に
立ちます！

●室戸漁業指導所 TEL 0887-22-0645

●中央漁業指導所 TEL 088-856-1164

●土佐清水漁業指導所TEL 0880-82-0569

●宿毛漁業指導所 TEL 0880-67-0767

同
じ
事
が
言
え
ま
す
。
」

―

県
１
漁
協
推
進
委
員
会
に
設
置

さ
れ
た
販
売
推
進
チ
ー
ム
で
合
併

漁
協
が
新
た
に
取
り
組
む
販
売
事

業
も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
そ
の
概
要
は
？

「県
１
漁
協
が

％
出
資
す
る
子
会

社
の
設
立
を
視
野
に
、
事
業
計
画
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
職
員
は
県
１
漁

協
か
ら
出
向
し
、
中
期
的
に
は
売
上

10
億
円
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
仕

入
れ
は
、
各
市
場
への
入
札
の
外
、
地

域
、
魚
種
に
よ
っ
て
は
受
託
販
売
、

直
接
販
売
も
行
い
ま
す
。

販
売
は
、
県
漁
連
が
運
営
す
る
直

販
店
「魚
い
ち
」２
店
舗
に
加
え
１
店

舗
を
新
設
し
て
店
舗
販
売
を
お
こ

な
う
外
、
業
務
筋
や
量
販
店
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
直
接
販
売
、

共
販
や
買
い
取
り
に
よ
る
県
内
外
へ

の
市
場
送
り
も
手
が
け
る
外
、
シ
イ

ラ
、
シ
ラ
ス
等
の
加
工
も
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
」

―

県
１
合
併
に
対
す
る
地
元
組
合

員
の
意
識
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

「○
△×

で
言
え
ば
、
△
の
状
態
。
し

か
し
組
合
員
は
組
合
経
営
の
現
状

を
正
確
に
理
解
し
て
い
な
い
よ
う
で

す
。
正
確
に
理
解
す
れ
ば
、
合
併
は

逃
れ
よ
う
が
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
は
ず
で
す
。
」

―

土
佐
清
水
市
、
高
知
県
の
漁
業
は

ど
う
い
っ
た
方
向
に
進
む
べ
き
だ
と

お
考
え
で
す
か
？

「漁
獲
量
の
飛
躍
的
な
伸
び
が
見
込

め
な
い
と
す
れ
ば
、
い
か
に
高
く
売

る
か
と
い
う
地
盤
を
作
っ
て
い
く
べ
き

で
す
。
そ
し
て
販
売
を
手
が
け
ら
れ

る
人
材
の
確
保
、
育
成
も
重
要
で
す
。

こ
れ
ら
に
取
り
組
ま
な
い
と
未
来
は

無
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」

―

最
後
に
漁
業
者
、
県
民
の
皆

さ
ま
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

「ハ
モ
は
高
級
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
県
内
で
も
売
っ
て
い

く
の
で
是
非
食
べ
て
下
さ
い
。
漁

業
者
に
対
し
て
は
、
一
緒
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
言
い
た

い
で
す
ね
。
」

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【濵渕さんの横顔】

県外企業に就職
した後帰郷。建設
資材の営業を経て、
Ｓ59年に漁協職員。
旧漁協参事を経て
Ｈ15年から現職。趣
味は今の所多忙の
ため、映画鑑賞と仕
事を離れた酒のみ
とのこと。46才。
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下ノ加江漁港

ハモの加工作業を指示する濵渕支所長さん

足摺四万十ハモ

100


